
技能実習生
47都道府県プロファイリング

長崎県



島原半島の農業を考える会
経営規模拡大に必要不可欠 2011年7月30日

地域農業を支えている外国人技能実習生を集め
て「島原半島地域の農業を考える会」が28日、
雲仙市で開かれた。実習生の意見発表や農家・
関係機関による情報交換などが行われ、労働力
確保のため実習生の必要性などについて考えた。
島原半島３市では４月現在、農林業関係で249
人が実習を積んでいる。会には外国人実習生
85人を含め受け入れ農家ら計155人が参加した。

長崎県の外国人技能実習
生のへ取組みは長い？



外国人技能実習生とともに取り組む
地域活性化！

特産品であるジャガイモやいりこを
使ったインドネシア 料理を作って
皆に紹介しよう！と、実習生ととも
に「雲仙市インドネシア料理研究
会」 を発足させ、地域住民にイン
ドネシアの食を紹介して交流する目
的で活動を開始した。

地域との交流

(2018)



交流活動に水産庁長官賞 雲仙・天洋丸のインドネシア人
実習生 郷土料理普及、活性化に貢献 2019/05/11

インドネシアからの漁業実習生を受
け入れている雲仙市南串山町の水産
会社「天洋丸」（竹下千代太社長）
の実習生と住民との交流活動が、
「第２４回全国青年・女性漁業者交
流大会」（全国漁業協同組合連合会
主催）の地域活性化部門で最高賞に
次ぐ水産庁長官賞に輝いた。

地域との交流

https://www.nishinippon.co.jp/item/n/509151/

https://www.nishinippon.co.jp/item/n/509151/


外国人の増加を見据え、
県警は21日、県警本部で
ベトナム人の技能実習生
を対象にした110番通報
講習会を初めて開いた。
参加したのは19～33歳の
男女8人。今月下旬から
島原市など県内外で農業
分野への就労を予定し、
就労前の日本語習得に励
んでいる。

生活支援

https://nordot.app/471505038027441249?c=174761113988793844

https://nordot.app/471505038027441249?c=174761113988793844


技能実習生に日本語教室 五島コロナ情報収集、相談の場面想定

長崎県五島市坂の上1丁目の五島日本語学校で今月から、

市内で働く外国人技能実習生ら向けに、無料の日本語

教室が開催されている。新型コロナウイルスに関する

情報を得たり相談したりする場面を想定し、日常生活

で使う簡単な日本語を学んでもらう。参加者にとって

は日本の文化などを知り、他の外国人と交流する機会

にもなっている。

生活支援

https://nordot.app/701445533664592993?c=39546741839462401

https://nordot.app/701445533664592993?c=39546741839462401


外国人技能実習生 介護現場でじわり増加
長崎県が奨学金助成で人材確保支援 2019/12/16

「介護」資格の取得を目指す留学生の中には、
就労先の事業所から奨学金として学費などを給
付・貸与されている場合も少なくない。大半は、
卒業後にその事業所で一定期間、働くことなど
を条件に返済が免除される契約という。

県は10月から奨学金の3分の1を補助する制度を
始めた。支給する施設の負担軽減を図り、外国
人を雇用しやすい環境を整備していきたい考え
だ。

奨学金助成

https://www.nagasaki-np.co.jp/kijis/?kijiid=579108107214111841

https://www.nagasaki-np.co.jp/kijis/?kijiid=579108107214111841

https://www.nagasaki-np.co.jp/kijis/?kijiid=579108107214111841
https://www.nagasaki-np.co.jp/kijis/?kijiid=579108107214111841


技能実習は最長5年の滞在が可能で、新設の在留資格「特定技能」を得ればさらに5年働
ける。定着の支援策として、県は同大の学生の日本語や介護技術の研修費用を1人あたり
最大30万円補助する方針。

奨学金の補助制度を新設

https://www.asahi.com/articles/ASNCN6STMNCNTOLB006.html

https://www.asahi.com/articles/ASNCN6STMNCNTOLB006.html


「日本語や働き方勉強したい」 2021/2/12 

ベトナム人技能実習生7人 事業所配属前に五島で研修

長崎県五島市福江島と佐世保市宇久島の事
業所での実習を前に、日本語や日常生活に
ついて学ぶ研修に取り組んでいる。
宇久島では初の技能実習生という。

7人は現在、日本語や交通ルール、労働
に関する法律などを学んでおり、介護分野
の4人は介護知識も学習している。

生活支援

https://www.nagasaki-np.co.jp/kijis/?kijiid=732763896795840512

https://www.nagasaki-np.co.jp/kijis/?kijiid=732763896795840512


長崎県からお助け外国人、長野の農家に 技能実習生の不在カバー

農閑期を迎えた長崎県の農家で働い
ていた外国人労働者四人が二十八日、
長野県内の農家に初めて派遣された。
高原野菜は間もなく農繁期を迎える
が、多くの農家が新型コロナウイル
スの影響で外国人技能実習生を受け
入れられず、人手不足にあえぐ。

県などによる農業支援策の試験運用
が始まった。

長崎県から他県へ

https://www.chunichi.co.jp/article/80542

https://www.chunichi.co.jp/article/80542

https://www.chunichi.co.jp/article/80542
https://www.chunichi.co.jp/article/80542
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